
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

第３期中期計画(平成３０年度～令和５年度)の達成に向け、全体的には概ね順調に進んでいる。 

＜年度計画記載１５８項目の実施状況＞ 

９項目 ･･･「年度計画を上回って実施している」 

１４１項目 ･･･「年度計画を十分に実施している」 

  ８項目 ･･･「年度計画を十分には実施していない」 

 

 

＜評価事項＞ 

教育 ○ 新卒者の看護師国家試験の合格率が100％を達成した。 

 ○ 学生の支援体制の充実を図り、留年者数が減少した。 

研究 ○ 臨床研究センターに新たな部門を設置するなど研究支援体制を強化した。 

診療 ○ 平成 31 年３月、厚生労働省に臨床研究中核病院の承認申請を行った。 

 ○ 平成 30 年４月にがんゲノム医療連携病院の指定を受け、同年 10 月から先進医療 

であるがんゲノム医療の提供を開始した。 

 ○ 収益増加・経費節減の取組を強化した結果、附属病院の経営が改善した。 

（本院：約６億円の業務損益） 

地域貢献 ○ 遠隔外来の実施実績が前年度と比較して大幅に増加した。 

＜指摘事項＞  

教育 ● 大学院医学研究科の定員充足率が低い。 

 ● 大学院医学研究科の論文発表数、国際学会発表数が低調。 

研究 ● 競争的外部研究資金の獲得件数、獲得額が低調。 

国際化 ● 英語による講義を拡大し、更に多くの留学生等を受け入れることが必要。 

【評価委員会委員】 （任期）平成３０年４月１日～令和２年３月３１日 
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県立医科大学の平成３０事業年度業務実績に関する評価結果について 

和歌山県公立大学法人評価委員会（知事の附属機関、委員長 辻 省次）が行った、

公立大学法人和歌山県立医科大学に係る「平成３０事業年度の業務実績に関する評価

結果」を地方独立行政法人法に基づき公表します。 

１ 全体評価 

２ 主な評価及び指摘


